
十島村立口之島小・中学校 

学校だより                     令和４年９月２７日 

教育目標「お互いを認め合いながら， 

主体的に自らを高める児童生徒を育てる」
・かしこく  （自ら考え表現する） 

・やさしく  （自他のよさを見つける心） 

・たくましく （たくましく生きる体） 

  校長 大園 和浩 

「先日は台風１４号の接近により，暴風雨が一日中吹き荒れました。強風域の期間から含めると約３日間，

台風の影響の中にいたことになります。 

 台風の影響により，道路が木や竹の枝で覆われたり，しばらく停電が続いたり電波が弱くなったりするな

ど，私たちの生活でも影響がありました。 

 そんな中，口之島環境の復旧のために，まだ強風が吹いている中でも動いてくださっていること，台風通

過後の確認や復旧作業にあたられていることに深く感謝申し上げます。また避難所の運営・お世話に亜も深

く感謝申し上げます。 

普段の何気なく過ごしている私たちの生活は，必ず誰かのご苦労の上に成り立っています。そのことを私

たちは決して忘れてはいけないものと，今回の台風を通して改めて思うことです。 

学校は，台風通過後，緊急の措置をとることもなく新しい週を始めることができました。早速，運動会の

練習も再開しているところですが，学校行事や取組も，地域の皆様の多大なご支援をいただいてできている

ことに，改めて心より感謝申し上げます。運動会，文化祭，マラソン大会と，行事や取組が続いていきます。

皆様への感謝の気持ちを忘れず，一生懸命に取り組んでいきます。 

 

★「My Dream！」私の夢・希望は…！★ 
口之島小学校２年 ◯◯ ◯◯ 

ぼくの しょうらいの ゆめは，にほん一たか 

い ふじさんを かくことです。 

なんでかというと，ふじさんは たかくて すき 

だからです。 

 ふじさんの えを かい 

たら，じぶんの いえに  

かざりたいからです。み 

んなに みて ほしいから 

です。 

口之島中学校 １年 ◯◯ ◯◯ 

 ぼくの将来の夢は，鉄や木を加工する仕事に就き

たいです。 

 ぼくは，父に包丁の研ぎ方を教わったり，自分で

木を工作して弓や剣を作ったりした時に，「木や鉄で

何かを作ることは楽しい」と思いました。そして，

自分が作った物をだれ 

かに使ってもらって， 

よろこんでほしいから 

です。 

 
 

 

 

 

【１０月の行事予定表】 

 

 

【２学期始業式】 
 ９月１日（木），２学期がスタートしまし

た。始業式では，夏休みの反省や２学期の目

標を児童生徒(◯◯◯◯◯ん，◯◯◯さん)

の２名が，堂々と発表しました。２学期は文

化祭や運動会など大きな学校行事がありま

す。多くの活動や学習を経験し，たくましく

成長してほしいと思います。保護者，寮監，

里親，地域の皆様，今学期も変わらぬ御支援

と御協力をよろしくお願いいたします。 

【脱  穀】 
 １学期の終わりに稲刈りを行い約 1 ヶ月間乾燥させて９月１日

(木)に脱穀を行いました。このお米で冬には餅つきをします。まずは

機械を使って，その後割り箸や茶わんを使ったりしながら，一粒一粒

に思いを込めて，ていねいに脱穀をしました。時間はかかりますが，

とても貴重な体験です。１回では終わらないので，これからも作業を

続けていきます。餅つき大会でお餅が出来上がるのがとても楽しみで

す。くちっこ園も一緒にお手伝いをしてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     【１２月の餅つきでおいしい餅を作ろう！】 

 

1日（土）トカラ列島島めぐりマラソン大会 

5日（水）運動会予行練習 

7日（金）運動会準備 

8日（土）第 74回口之島運動会 

11日（火）運動会振替休日 

14日（金）さつまいも掘り 

16日（日）村中学校連合修学旅行（～20日） 

21日（金）中学校休養措置 

27日（木）児童生徒総会 

 

※ いよいよ2学期が始まりました。２学期はたくさんの行事が予定されています。 

 まだまだ暑い日が続きますので熱中症には気をつけましょう。 

 口之島小中学校の新しい職員です！                     どうぞよろしくお願いします！ 
  ★         講師                                       ★         英語指導助手 

  ◯中学校全学年と小学校高学年の社会科，全校保健体育の担当です。                    ◯中学校英語，小学校外国語，くちっこ園英語遊びの担当です。 

  ◯バドミントンが大好きです。（バドミントン部の担当もします。）                     ◯フィリピンから日本に来ました。「◯◯◯」と呼んでください。 


